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家禽産業におけるサステナビリティ 
—重要な役割を担う原料

世界が環境の変化に対処する中、大企業だけでなく中小企業もサステナブルなソリューションを
活用したサプライ・チェーン全体の改善を模索しており、家禽産業も例外ではありません。

家禽産業を含むほぼすべての産業において、使用する飼料や投入原料の種類、それに伴う環境への
影響が重視されてきています。自社のカーボン・フットプリントを基準に照らして評価する上で、
高度なデータ収集が役立ちます。飼料とサステナビリティに関する先ごろの記事で、トゥロー・ニ
ュートリション（Trouw Nutrition）のサステナビリティ・マネージャーであるミア・ラフォンテー
ヌ（Mia Lafontaine）氏は、単胃動物（豚および家禽）のタンパク質産生において、温室効果ガス排出
量の半分以上が飼料の配合と関係していると指摘しています。

温室効果ガスの排出において、飼料が明らかに重要な役割を果たしています。しかしながら、セル
ロース原料を糖に分解することによって農業原料をタンパク質、脂肪、酵素、プレビオティクスに
変換する炭化水素変換プロセスなど、新技術や原料ソリューションが大きな変革をもたらす可能
性があります。これらの代替製品は基本的に、埋め立てられていた廃棄物です。さらに、プレバイ
オティクスなどの飼料原料には、家禽に対する抗生物質の使用量を減らせる大きな可能性があり
ます。

グレート・レイクス・バイオシステムズ（Great Lakes Biosystems（GLB））は、自社の事業がサステ
ナビリティの分野に属しているとは考えていません。GLBの製品マネージャーであるトム・レッ
プ（Tom Repp）氏は次のように述べています。「当社の製品は、バイオスティミュレーションをベ
ースにした飼料原料です。家畜の健康とバランスが向上するほど、家畜の飼料変換効率が高まり
ます。さらに、飼料の必要性やメタンの発生が減るため、結果的にサステナブルなソリューション
につながると考えています。」

サステナビリティの基準は、飼料に起因する温室効果ガスの排出量だけではありません。食料廃
棄物も、持続可能なフードシステムに寄与する世界的な問題であり、破卵は食品廃棄の一因となっ
ています。米国では卵の3 ～ 12%が割れによって廃棄されていると推定されていますが、この割
合は開発途上国では大幅に高くなります。飼料原料という面では、卵殻が割れないように質を向
上させられる製品が、食品廃棄を大幅に改善する可能性があります。微量栄養素の使用が卵殻の
構造における有望な進歩につながりますが、これは、卵殻の厚み、強度、耐久性において重要な役割
を担うミネラル・リザーブ（特にビタミンD）を活用して実現できます。

サステナビリティが浸透し、誰もが資源の使用にいっそう配慮したサプライ・チェーンの恩恵を受
けています。米国飼料産業協会（AFIA）や国際飼料産業連盟（IFIF）はいずれもサステナビリティの
取り組みを導入し、サステナビリティに関するグローバルな取り組みを発展させて消費者が信頼
性の高い情報を得られるようにするツールの開発において業界加盟企業に指針を提示しています。

米国における動物飼料およびペットフードの原料・添加物産業に関する注目情報をお届けするニュースレター

http://www.foodexport.org
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1月25日～27日 | ジョージア州アトランタ| ippexpo.org

IPPEは、鶏肉をはじめとする肉や卵の生産と加工や飼料製造に使用される、技術、機器、消耗品、サービスを紹介する、年に一度開催されている世
界最大規模の展示会です。飼料粉砕機、孵化場、畜産、加工、追加加工、マーケティング、さまざまな支援活動など、業界のあらゆるセグメントから出
展予定です。

2022年に開催される飼料原料の対面イベントにご興味がある場合は、info@foodexport.orgまでお問い合わせください。

注目イベント：IPPE 2022

クリーン・ラベルは、消費者向け食品だけでなく、ペットフード
でも求められています。米国で犬または猫を飼っている330人
のペットオーナーを対象に実施した最近の調査で、90%がペッ
トフードやペット用おやつを購入する前に原料ラベルを確認す
ることが重要だと回答しています。86%が、ラベルに表示され

ている原料のほとんどが知っているものであれば、その製品を
購入する可能性が高くなると回答しました。3分の1が、知って
いる原料のみが使用されている製品には高い金額を支払っても
構わないと回答しています。(出所：ケリー（Kerry）実施のペッ
トオーナー調査、2021年)

ペットフードのラベルを確認する健康志向の消費者が増えたこ
とから、「クリーン・ラベル」について理解する必要があります。
クリーンというコンセプトには、100%天然保存料、穀物不使用
の炭水化物源、非遺伝子組換え（非GMO）原料、天然着色料・香味
料、限定された飼料成分、副産物からのタンパク源の不使用、オ
ーガニック、ベジタリアン、ヴィーガン、地元での調達、米国産な
どが含まれます。

たいていの場合、クリーン・ラベルの対応は原料の切り替えから
始まります。着色料、抗菌剤、合成物質、抗酸化物質などの原料
カテゴリーは最も厄介な問題をもたらしますが、原料メーカー
や栄養士はこの問題に正面から向き合っています。ライバス

（RIBUS）は、米ぬかから抽出した特許取得済みの低刺激性原料
である「ニューライス（Nu-RICE）」を提供している飼料原料会社
です。同製品は、大豆レシチンやモノグリセリドまたはジグリ
セリドの代替となるクリーン・ラベルのソリューションを提供
します。さらに、酸化鉄や果物濃縮物または野菜濃縮物などの

天然原料の進歩によって従来の有色色素や天然発酵プロセスの
代替が進んでおり、新技術によって酢酸塩、ソルビン酸塩、プロ
ピオン酸塩の代替が可能になりました。

米国食品医薬品局（FDA）は、ペットフードとその原料のすべて
について、製造とラベル表示を規制しています。この厳格な規
制には、健康または栄養効果に関連した具体的な表示に関する
ガイドラインも含まれ、安全性、品質、表示の信頼性を保証して
います。

ペットフード協会によると、犬と猫に必須の40種以上の栄養素
が獣医学研究者によって特定されています。ビタミン、ミネラ
ル、必須脂肪酸、タンパク質、アミノ酸などです。原料には、鶏肉
をはじめとする肉、魚、肉の副産物、鶏肉の副産物、粉末など、主
な栄養源となるタンパク質が含まれる場合があります。これら
のタンパク源は、牛肉、豚肉、子羊肉、鶏肉、バイソン肉、小エビ、
魚、そしてワニからも得られます。その他には、トウモロコシ、
小麦、穀物、エンドウ豆、ニンジン、ジャガイモといった野菜や、
果物、油、ビタミン、ミネラル、アミノ酸が、消化や風味、形状のた
めの機能性原料と一緒に含まれています。

ペットフード原料メーカーに、より天然でサステナブルな原料
を採用するためにどのような取り組みを行っているか問い合わ
せてみましょう。クリーン・ラベルの供給パートナーをお探し
の場合は、当協会へお気軽にお問い合わせください。

ペットフード原料
ペットフードにおけるクリーン・ラベルのトレンド拡大

Source: Kerry pet owners survey, 2021

知っている原料が使用されている商品に 
より高い金額を支払っても構わないという回答者
知っている原料のみを使用した食品に25%以上多く支払ってもよいと回
答した米国の買い物客の割合
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‘‘
ペットフードにポストバイオティクス 
の導入を検討すべき10の理由

 1  酵母培養液が使用された製品を米国飼料検査官協会（AAFCO）が
承認している。

 2 ポストバイオティクスは極めて有益な効果をもたらす。

 3 ポストバイオティクスは多面的な効果を有する原料である。

 4 多くの具体的なエビデンスがある。

 5 ポストバイオティクスは腸の健康をサポートする。

 6 免疫を最適な状態に保つ。

 7 活力を高める。

 8 口当たりが良い。

 9 ラベル表示が消費者に好意的に受け取られる。

10 人とペットの絆を強める。

Petfood Forum 2021におけるTech TalkでダイアモンドV（Diamond V）のコン
パニオン・アニマル・リサーチ&テクニカル・サポート担当ディレクターであるシャ
ロン・ノートン（Sharon Norton）博士が行ったスピーチより抜粋。

「米国中西部・北東部食品輸出協会に
よるバイヤーズミッションでIPPEに
参加するためにアトランタを訪問し
たことは素晴らしい経験となり、当社
の事業に関連する企業と交流を図る
ことができました。すでに存じ上げ
ている方や企業と会えただけでなく、
初めてお会いした方々に当社のポー
トフォリオに加わっていただく事が
でき、今後、新事業が生まれることと
思います。」”　
フンベルト・シフォニ（Humberto Ciffoni）氏 | ペンタ（Penta） マネージャー | チリ

 ペット　   牛　  家禽　  魚　  羊／ヤギ　  馬　  豚　  動物園／外来種　  すべて注目商品
こちらに掲載の商品について詳細をご希望の方はfeedlink@foodexport.orgまでお問い合わせください。

「カラー EZEナチュラル・カラーズ（ColorEZE 
Natural Colors）」
IFCソリューションズ（IFC Solutions） | ニュー
ジャージー州リンデン
消費者は自分の目で見て買い物をします。「カラ
ー EZEナチュラル」は耐熱性であるため押出製
品に使用できるほか、果物や野菜による天然染
料を使用した色鮮やかで目を引くペット製品を
実現できます。カラーは、粉末、液体、ペーストで
展開しています。
ifc-solutions.com

「SCDダイジェスティブ・ヘルス・フォー・ドッ
グ（SCD Digestive Health for Dogs）」
SCDプロバイオティクス（SCD Probiotics） | ミ
ズーリ州カンザスシティ

「SCDダイジェスティブ・ヘルス・フォー・ドッ
グ」は、犬の短い酸性の消化器官のために特別に
配合したプロバイオティクスです。第三者の調
査で、動物の餌に直接加えると、グリセミック・
インデックス（GI）に問題があるイヌ科動物の下
痢や便秘が解消されることが分かっています。
scdprobiotics.com

「 ミ ネ ラ レ ー ト-Cr 0.4%（MINERALATE-Cr 
0.4%）」
ニ ュ ー テ ッ ク・ バ イ オ サ イ エ ン ス（Nutech 
Biosciences Inc.） | ニューヨーク州オナイダ

「ミネラレート-Cr 0.4%」は、飼料と製造配合に
ついて、あらゆる等級の豚や牛、家禽、成馬のク
ロムのサプリメント源として、家畜飼料に安全
に 使 用 で き る プ ロ ピ オ ン 酸 ク ロ ム で す。
nutechbiosciences.com

「アイアン・クラッド・コンプリート（Iron Clad 
Complete）」
グレート・レイクス・バイオ・システムズ（Great 
Lakes Bio Systems, Inc.） | ウィスコンシン州
スターテヴァント

「アイアン・クラッド・コンプリート」は、ひよこ
のために作られた製品で、バイオスティミュレ
ーションを通じて免疫システムを調節し、強力
な腸内微生物叢の確立と維持に役立ちます。
greatlakesbiosystems.com

「ニューライス®（Nu-RICE®）」
ライバス（RIBUS, Inc.） | ミズーリ州セントル
イス

「ニューライス®」は、米ぬかから抽出した特許取
得済みの低刺激性原料で、原料の水和と乳化に
より押出製品の加工が容易かつ迅速になり、水
分の分布、均一性、食感を向上させます。また、大
豆レシチンやモノグリセリドまたはジグリセリ
ドの代替として使用できます。ribus.com

「フェルマクト（Fermacto）」
ペットAg（PetAg, Inc.） | イリノイ州ハンプシ
ャー

「フェルマクト™」は、天然のプレバイオティクス
であるアスペルギルス属の粉末で、有益な微生
物バランスの確立、腸の早期成熟の促進、栄養効
率の向上、低コスト、利益向上、家禽の健康と成
長 促 進 に 役 立 つ こ と が 証 明 さ れ て い ま す。
petag.com

mailto:こちらに掲載の商品について詳細をご希望の方はfeedlink@foodexport.org
http://ifc-solutions.com
http://scdprobiotics.com
http://nutechbiosciences.com
http://greatlakesbiosystems.com
http://ribus.com
http://petag.com
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news & trends

Traceability Leads to Sustainability
Alexander Döring, secretary general 
European Feed Manufacturers 
Federation (FEFAC) has recently noted 
that advanced traceability initiatives 
have driven an increase in supply 
chain efficiency and cut losses due to 
court claims for feed producers. These 
ongoing traceability initiatives have 
advanced food safety and are expected 
to increase sustainability programs. 

FSMA Provides Updates to 
Pet Food Rules and Regulations 
The Food Safety Modernization Act 
(FSMA) has established many rules and 
regulations for pet food manufacturers 
and recently required the Food and 
Drug Administration (FDA) to establish 
the Preventive Controls for Animal Food 
(PCAF) rule, which establishes Current 
Good Manufacturing Practices (CGMPs).

New African Swine Fever Cases 
Reported, Including the Caribbean
China has a new outbreak of African 
swine fever (ASF) in domestic pigs.
Cases have also been reported in 
Russia’s Far East. The disease has 
also been reported in swine and/or 
wild boars in the Dominican Republic, 
the Philippines, Indonesia, and South 
Korean provinces. 

AAFCO Says More Data Needed 
on Safety and Efficacy Of Hemp 
Products for Feed
The Association of American 
Feed Control Officials (AAFCO) is 
encouraging continued research of 
hemp and hemp byproducts, including 
whole hemp plants, hemp seed oil, 
CBD and other cannabinoids for use in 
animal feed and pet food. When data 
gathering is complete, the AAFCO can 
formally define the ingredients and 
provide standards for safe pet food 
and livestock feed. 

Global Methane Pledge Calls for 
Decreased Methane Emissions 
The United States-European Union 
Global Methane Pledge calls for the use 
of scientific innovation to cut methane 
emissions by 30% below 2020 levels 
by 2030. American Feed Industry 
Association and European Compound 
Feed Manufacturers’ Federation 
Consider this pledge an opportunity for 
regulators to modernize their existing 
regulatory requirements to incorporate 
innovative feed ingredients and 
implement strategies that are proven 
to significantly minimize methane 
emissions from enteric fermentation 
along with other mitigation strategies. 

Europe’s Poultry Processing Sectors 
Facing Supply Shortages
Poultry producers face a shortage 
of CO2 supplies, resulting from the 
shutdown of fertilizer factories, from 
which CO2 is a byproduct. CO2 is used in 
slaughter, as well as vacuum packaging. 
Supply shortages will create ripple 
effects across the supply chain including 
suppliers not scheduling deliveries 
more than 24 hours in advance.
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Food Export – Midwest & 
Food Export – Northeast
Food Export – Midwest & 
Food Export – Northeast

foodexportsusa

November 2021
‣  VIV MEA, Abu Dhabi, UAE
January 2022
‣  Buyers Mission, IPPE, Atlanta, Georgia

March 2022
‣  Buyers Mission, Global Pet Expo, 

Orlando, Florida
May 2022
‣  Buyers Mission, Pet Food Forum, 

Kansas City, Missouri

June 2022
‣  Buyers Mission, World Pork Expo, 

Des Moines, Iowa
October 2022
‣  Buyers Mission, World Dairy Expo, 

Madison, Wisconsin.

Event dates subject to change.
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トレーサビリティによる 
サステナビリティの実現
欧州配合飼料工業連盟（FEFAC）の事務局長
で あ る ア レ ク サ ン ダ ー・ ド ー リ ン グ

（Alexander Döring）氏は先ごろ、高度なト
レーサビリティの取り組みがサプライ・チ
ェーンの効率向上を後押ししており、飼料
生産者に対する訴状によって損失を低減し
ていると述べました。継続的なトレーサビ
リティの取り組みによって食品の安全性が
向上し、サステナビリティ・プログラムが増
加することが予想されます。

FSMAがペットフードの規則と規制を更新
食品安全近代化法（FSMA）は、ペットフー
ドのメーカーを対象とするさまざまな規則
と規制を定めています。最近では、米国食
品医薬品局（FDA）にアニマルフード予防管
理（PCAF）規則の策定を求め、現行適正製造
基準（cGMP）が定められました。

カリブ海諸国などで 
新たなアフリカ豚熱が発生
中 国 で は 家 畜 の 豚 の 間 で ア フ リ カ 豚 熱

（ASF）が流行しており、ロシア極東でも感
染が報告されています。他にも、ドミニカ
共和国、フィリピン、インドネシア、韓国の
複数道において豚やイノシシでの感染が報
告されています。

AAFCOが飼料用ヘンプ製品の安全性と 
有効性に関するさらなるデータが 
必要と言及
米国飼料検査官協会（AAFCO）は、家畜の飼
料やペットフードに使用される大麻植物、
ヘンプ・シード・オイル、カンナビジオール

（CBD）、その他のカンナビノイドなど、麻お
よび麻の副産物に関して研究の継続を奨励
しています。AAFCOは、データの収集が完
了した原料を正式に定義し、安全なペット
フードや家畜飼料の基準を定めます。

グローバル・メタン・プレッジがメタンの
排出量削減を要求
米国政府と欧州連合が主導するグローバ
ル・メタン・プレッジは、2030年までにメ
タン排出量を2020年比で30%削減するた
めに、科学的イノベーションを求めていま
す。米国飼料産業協会（AFIA）と欧州配合飼
料工業連盟（FEFAC）は、革新的な飼料原料
を取り入れるために規制機関が規制を変更
し、腸内発酵によるメタン排出量の大幅な
削減が証明できる戦略を他の緩和戦略と併
せて実行したいとしています。

欧州の鶏肉加工セクターは供給不足に直面
養鶏業者は、副産物としてCO2が発生する
肥料工場の閉鎖により、CO2の供給不足に
直面しています。CO2は、食肉処理のほか
真空パッケージングにも使用されています。
供給不足によって、サプライヤーが24時間
以上前に納入スケジュールを立てられなく
なるなど、サプライ・チェーン全体に影響が
及ぶことが予想されます。

& ニュース トレンド


